
バッキングの基礎知識
バッキングの打ち込みテクニック

©OTO×NOMA ©TEMPEST STUDIO ©️Sigeru Aoyama



バッキングの打ち込み

アルペジオ、ローコードのストロークに関しては、
アコギの打ち込みの知識で対応可能。

ここでは

• ロック系ストローク

• ロック系リフ

• ファンク系カッティング

を打ち込んでいこう

※「主な奏法とアーティキュレーション」の記事の知識が必要となります。
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ロック系ストローク（パワーコード）

アコギの8ビートストローク同様、オルタネイトで弦をばらし、強弱も打ち込もう。

4小節目にブラッシング のアーティキュレーション。

ポジションの違いを意識しよう。

• ハイポジション 太くまろやか

• ローポジション 明るく鋭い



ブラッシングでのミュートを
アーティキュレーションで入力

ロック系ストローク（パワーコード）
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ブリッジミュートを使ったロック系リフ
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ミュート音は音源にアーティキュレーションが用意されていればそれで打つか、
ミュートでサンプルされた音色で打つ。

実際の演奏では強く弾くとルートだけでなく5度の音が鳴る事もあるので、
それをシミュレート。

この音源はベロシティでサスティンが変わるので、歯切れよくするために
弱目のベロシティにした。（音源の仕様による）



キースイッチで
実音/ミュートを切り替えます

ブリッジミュート部分

ブリッジミュートを使ったロック系リフ



ファンク系カッティング

©OTO×NOMA ©TEMPEST STUDIO ©️Sigeru Aoyama

実音とブラッシング音の組み合わせでリズムを作る奏法。

16分の裏は少し遅めのグリッドで。

この音源はベロシティでサスティンが変わるので、
歯切れ良くするために弱目のベロシティにした。（音源の仕様による）



ブラッシング音
アップ/ダウン

ファンク系カッティング
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